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令和６年度　指定管理者制度導入施設の管理運営状況について

スポーツ振興課

１　施設の概要等

施 設 名 府中市Ｂ＆Ｇ海洋センター

所 在 地 府中市土生町４２６番地及び府中市用土町４３７番地

設 置 目 的 スポーツの普及振興と市民の体力向上を図る

施 設 ・ 設 備 屋内プール等

指 定 管 理 者 R4.4.1 ～ R7.3.31 一般財団法人府中市まちづくり振興公社

２　施設利用状況

R4 43,000 26,869 -16,131 62.4

年度
目標値

［事業計画］
入場者数 対前年度増減

対目標値増減
（達成率）

R5 50,000 29,620 2,751 -20,380 59.2

R6 32,000 40,251 10,631 8,251 125.7

水泳教室の前後に聞き取りしている。 教室の受講者

３　利用者ニーズの把握と対応

調 査 実 施
内 容

項目 実績 備考

年度 〇 事業報告書

報告書

現 地 調 査 【指定管理者の意見】

（ 実 施 月 ）

月報 〇 徴収計算書、月次報告書

日報（必要随時）

・引き続き報告と意見交換協議を実施。

1月 2月

〇 〇 〇 〇 〇 【市の対応】

3月 4月 5月

〇 〇 〇 〇 〇

11月 12月

・施設視察（随時）

〇 〇

増 減 理 由

システムによる集計から職員による集計に変更したため。

夏場、冬場の施設内の温度 扇風機、暖房器具で対応している。

利 用 状 況

【実施方法】 【対象・人数】

【主な意見】 【その対応状況】

指導方法の改善に関する意見。 週１回職員ミーティングの際に報告と対策を協議している。

管 理 運 営 会 議 【特記事項等】

４　市の業務点検等の状況

12 回 会場
府中市B＆G
海洋センター

・利用状況、運営状況について、報告・提案、意見交換を行った。また、施設の修繕等については、必
要に応じて随時協議した。

6月 7月 8月 9月 10月



５　市委託料の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

年度 金額 対前年度増減 年度 金額 対前年度増減

R5 31,028 290 R5 21,624 952

R4 30,738 635 R4 20,672

R6 30,738 -290 R6 21,656 32

６　管理経費の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

項目 R５決算額 R６決算額 対前年度比 主な増減理由等

市 委 託 料
（ 決 算 額 ）

料金収入
（決算額）

料 金 収 入 21,624 21,656 32 利用者増加

市 委 託 料 31,028 30,738 -290

計 （ A ） 52,873 52,583 -290

そ の 他 収 入 221 189 -32

光 熱 水 費 12,385 11,225 -1,160 電気・重油使用量が減少したため

人 件 費 34,689 33,196 -1,493 時間外労働時間が減少したため

清 掃 ・ 警 備 費 等 66 66 0

設備等保守点検費 820 760 -60

事 務 局 費 1,696 981 -715 消耗品を節約したため

施 設 維 持 修 繕 費 94 69 -25

計（B） 58,668 49,518 -9,150

そ の 他 支 出 8,918 3,221 -5,697 昨年はイベントを実施

収 入 （ C ） 1,396 1,243 -153

収支①（A-B) -5,795 3,065 8,860

支 出 （ D ） 533 1,135 602

収支②（C-D） 863 108 -755

合 計 収 支 （ ① + ② ） -4,932 3,173 8,105

収
入

自
主
事
業

※１　利用料金制
公の施設の使用料について、指定管理者が直接使用料等を収入することができる制度。
指定管理者の自主的な経営努力を発揮しやすくする効果が期待され、地方公共団体及び指定管理者の会計事務の効率化が図られる。

※２　自主事業
指定管理者が自らの責任で、更なる施設サービスの向上のために提案・実施する事業

委
託
事
業 支

出



項目 指定管理者 市

項目 指定管理者 市の評価

総 括

・スポーツの普及振興と市民の体力向上を図る施設
設置目的に沿って管理運営を行うとともに、市内で
唯一の屋内温水プール施設であることから、市民の
ふれあい、交流を深めることのできる場として、年齢
層問わず全ての人が多種多様な目的のため積極的
に利用できる施設を目指し、利用者の意見を聞きな
がら取り組んだ。
・自主事業では短期水泳教室、カヌー教室＆体験、
ふるさとまつり、会員表彰、水辺の安全教室や市の
介護保険事業や健康推進事業等を実施した。
・例年行っている救急講習を実施するなど安全管理
に努めるとともに、出入口への体温測定機や消毒液
の設置、デジタル入管システム等による職員や施設
利用者の健康状態の把握など継続して感染防止に
取り組んだ。
・新規施設の指定管理者への応募に向けて取り組
むとともに選定後は新たな施設運営に向け共同事
業体としての体制構築及び職員の研修等に取り組
んだ。
・閉館イベント実施に向けた企画作成に取り組んだ。

・施設スタッフの利用者に対する聞き取りなど、細や
かな対応が見られ評価できる。
・施設スタッフがスキルアップのため新たな資格を取
得するなど利用者の満足度向上のための努力が見
られる。引き続き、資格取得するなどスキルアップに
努め、自主事業等においてそのスキルを活用してい
ただきたい。
・施設の老朽化による不具合が多く見られる中で、
軽微な修繕は、施設スタッフが迅速に対応するなど
評価できる。

８　今後の方向性（課題と対応）

課題と対応

・職員の意識改革やスキルアップを行う。
・市民や府中市で働く人の健康づくりの場として役
割を果たすための広報活動や事業の実施。
・会員獲得及び会員の定着に向けた利用者ニーズ
の把握と対応。

・一般利用者数増加への取組

７　管理運営状況


